
平成 11年 度北方四島住民支援 (集会所兼宿泊施設の設置)

設計 ・施工監理業者 (コンサルタン ト)及 び施工業者の選定にういて

平成 11年 1月

:    ロシア支援室

.経 緯    
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(1)四 島住民支援の枠組みで設置されてき■プレィヽブ施設については、その設

計 ・施工監理に当たるコンサルタン トを、特段の地理的条件 (例えば 「Jヒ海道

に本社又は支社を有する」という条件)を 付すことなく、十定の技術的条件を

満たすコンサルタン トを選定してきた:

他方、施工業者については、 「北海道に本社、1支社又は営業所を有する業者」

を対象とした二般競争入札にて選定してきた。 (「支社又はヽ営業所」といぅと

ころで東京ベースの大手業者が入十しに参入可能)

(別添 1:こ れまでの受注業者一覧)

l : 1′

集会所兼宿泊施設の設置を予定
(2)

いる

来年度の四島住 民支援の一環 と

と三二(臭走決載書:別素/2)

るものであるがt他 方、我が方西島交流団等の宿泊施設、集会所としても利用

|されることが期待されるものである。元島民が最も多く在住する北海道の企業

がこのような施設の設置に携わることは1道 内における北方領土返還に向けた

機運を維持、向上させるという政策的な観点から有意義であると考えられる。

(2)ま た、本件施設はt多 数の者が宿泊することが想定される施設であること

からt居 住性が従来のプレハブ施設以上に要求されるところ、北方四島に地理

的に近接し、同様の気象条件の下にある北海道における業務経験がより深い道
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内企業が本件施設の設置に携わるこ

3.対 処方針

(1)本 件施設の事前調査及び設計 ・施IE監理を

北海道内に本社、支社、または営業所 し、|かつ海外における同種の業務経

なお、これまでの指名及び受注状況を勘案し、指名が特定の有資格業煮二塁L

整_堕上ユユ戯 五。

(2)本 件施設の施工業者

北海道に本社 を有 し、かつ本 件事 業規模 に対応す る業者 よ り競争入札 によ り選

定す る。

なおt万 が一、北海道に本社を有さない業者からの照会がある場合には、 「本

件施設が四島交流関係者、旧島民の使用に供されることが多いこと等の事情に鑑

み、北方領土問題の地元である北海道に対する政策的配慮か ら、今回の施設につ

いては、道内の業者の中から競争入札を行うこととした。」との応答を行うこと
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とが適当かつ合理的であると考えられる。
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としたい。

(参考 ) 今後の作業 日程 (案)

1月 下旬 ん  コ ンサ ル タン ト選

4月 中下旬   コンサ ル タン ト契

(5月 上旬 ～  現 地事前調査 )

6月 中旬   工事 入札公示

6月 下旬   工事入 札説 明会

7月 上旬   資格審査

7月 中旬   入札     ‐

7月 下旬   施工業者契約

(9月 上旬 ～  現 地施工 )

-2-

(了)


